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八
月
一
○
日
夫
の
原
田
満
左
右
に

も
応
召
が
来
て
、
浩
良
河
駅
の
警
備

担
当
に
配
置
し
た
。
『
拓
魂
』
の
原
田

賀
世
の
手
記
に
よ
る
と
、
八
月
一
一

日
避
難
命
令
が
あ
っ
た
け
ど
、
浩
良
大

島
開
拓
団
本
部
は
「
籠
城
」
を
衆
議
一

致
で
決
議
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
三

日
再
度
「避
難
命
令
」
、
し
か
し
、
病
弱

な
子
供
を
連
れ
て
逃
げ
ら
れ
な
い
と

島
村
団
長
に
訴
え
る
も
、
「
軍
の
命
令

で
す
。
一
人
も
残
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
明
朝
早
く
浩
良
河
へ
向
か
い
最
後

の
列
車
で
避
難
し
ま
す
。
」
と
毅
然
た

る
口
調
で
言
わ
れ
て
荷
物
を
ま
と
め

日
「神
泉
寮
」で
感
激
の
再
会
を
し
た
。

原
田
賀
世
は
『拓
魂
』
で
語
る
。 

「
順
天
公
園
の
緑
を
背
に
し
て
威
風

堂
々
と
そ
び
え
る
三
階
建
て
、
満
州

中
央
銀
行
の
独
身
寮
で
あ
る
。
設
備
の

良
く
行
き
届
い
た
立
派
な
建
物
で
あ
っ

た
。
そ
こ
に
、
岡
山
県
関
係
の
報
国
農

場
や
柳
樹
河
な
ど
の
開
拓
団
が
住

み
、
私
達
の
団
は
中
心
よ
り
東
側
だ
っ

た
。
部
屋
の
割
り
当
て
は
窮
屈
で
、
私

共
は
中
央
入
口
に
近
く
四
畳
半
に
十

一
人
で
、
か
ら
だ
を
仰
向
け
に
寝
ら
れ

な
か
っ
た
。
」 

原
田
賀
世
は
、
こ
の
長
春
の
街
で

「
皆
め
い
め
い
最
大
限
に
生
き
る
道
に

入
っ
た
。
立
ち
売
り
、
使
役
・
・
最
低
生

活
に
耐
え
て
き
た
私
た
ち
開
拓
民
は
、

投
げ
出
さ
れ
た
時
に
根
強
い
も
の
を

持
っ
て
い
る
。
私
は
立
売
り
一
点
張
り

だ
っ
た
。
」
甘
酒
、
か
が
み
納
豆
、
お
饅

頭
を
売
っ
た
。 

そ
こ
で
、
明
子
が
ア
メ
ー
バ
赤
痢
に

な
っ
た
。
血
便
が
続
き
、
目
ば
か
り
大

き
く
な
っ
た
。
「
今
度
は
明
ち
ゃ
ん
の
死

ぬ
る
番
じ
ゃ
な
あ
」
と
い
う
声
が
聞
こ

え
て
き
た
。
し
か
し
、
あ
る
日
売
る
た

め
に
油
揚
げ
を
煮
て
置
い
て
い
た
。
そ

れ
を
明
子
が
沢
山
食
べ
た
ら
、
ア
メ
ー

バ
赤
痢
は
よ
く
な
っ
た
。
「
奇
跡
」
が
起

き
た
よ
う
な
話
で
あ
る
。
兄
の
直
彦
が

外
庭
で
「
満
人
」
に
蹴
ら
れ
た
リ
、
踏

た
。
生
別
か
、
死
別
か
、
ハ
シ
カ
で
や
つ

れ
た
明
子
を
抱
い
て
二
人
の
子
ど
も
と

一
緒
に
行
く
。
」 

九
月
中
綏
化
飛
行
場
格
納
庫
で
、

浩
良
大
島
開
拓
団
員
の
幹
部
男
性
一

名
、
妻
一
名
、
幼
児
九
名
亡
く
な
っ

た
。
ハ
シ
カ
に
な
っ
た
明
子
さ
ん
は
、

「
私
は
母
の
懐
に
抱
っ
こ
さ
れ
て
生
き

延
び
る
こ
と
が
で
き
た
」と
語
っ
た
。 

浩
良
大
島
開
拓
団
の
島
村
団
長
以

下
九
○
名
の
本
隊
は
、
ハ
ル
ビ
ン
へ
南
下

し
た
。
八
月
一
八
日
新
香
坊
駅
に
到

着
し
た
。
一
九
日
ハ
ル
ビ
ン
郊
外
の
礎

収
容
所
（
元
義
勇
隊
訓
練
所
）
に
入
っ

た
。
こ
こ
で
三
か
月
滞
在
し
た
。
島
村

団
長
が
一
時
ソ
連
軍
に
拉
致
さ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
ソ
連
兵
将
校
が
進
駐

し
て
き
て
、
敗
戦
、
広
島
・
長
崎
の
原

爆
、
皇
帝
溥
儀
の
逮
捕
な
ど
を
聞
く
。

ソ
連
兵
に
よ
る
万
年
筆
や
時
計
な
ど

の
略
奪
も
始
ま
っ
た
。 

原
田
賀
世
ら
四
九
名
（
一
一
名
死

亡
）は
、
九
月
一
六
日
綏
化
駅
を
出
発

し
た
。
一
九
日
新
京
（
長
春
）
駅
に
到

着
し
た
。
新
京
駅
か
ら
五
キ
ロ
南
下
し

た
順
天
公
園
前
に
あ
る
満
州
中
央
銀

行
独
身
寮
で
あ
る
「
神
泉
寮
」
に
落
ち

着
き
、
そ
こ
で
の
自
活
生
活
が
始
ま
っ

た
。 一

一
月
一
四
日
、
ハ
ル
ビ
ン
に
い
た

本
隊
の
九
○
名
が
南
下
し
、
翌
一
五

ま
れ
た
リ
、
鞭
で
打
た
れ
た
り
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
。
次
男
の
和
彦
も
高
熱
を

出
し
て
、
死
に
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
一
九
四
五
年
一
○
月
に
幼

児
一
五
人
が
死
亡
、
一
一
月
は
幼
児

四
人
、
一
二
月
は
団
員
幹
部
男
性
四

人
、
老
人
一
人
、
幼
児
一
人
が
死
亡

し
た
。
一
九
四
六
年
に
な
っ
て
も
、
一

月
二
人
、
二
月
五
人
、
三
月
四
人
、
四

月
三
人
、
五
月
二
人
、
六
月
三
人
、
七

月
三
人
が
死
亡
し
た
。
『
満
洲
開
拓

史
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
神
泉
寮
」
に
は

五
〇
〇
人
が
住
ん
で
お
り
、
そ
の
う
ち

二
○
○
人
が
死
亡
し
た
と
の
記
録
が

あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

次
号
へ続
く 

た
。
学
校
印
や
校
長
印
を
持
ち
、
め
ぼ

し
い
も
の
は
持
た
ぬ
よ
う
に
し
て
、
明

子
を
肩
車
し
、
和
彦
の
手
を
引
き
（
直

彦
は
牛
に
乗
せ
て
も
ら
う
）
、
ど
し
ゃ

ぶ
り
の
雨
の
中
、
濡
れ
ね
ず
み
で
病
児

と
歩
く
。
駅
で
は
応
召
し
て
い
た
原
田

満
左
右
が
警
備
し
て
お
り
、
お
汁
粉

を
用
意
し
て
い
て
、
駅
の
ス
ト
ー
ブ
で

服
を
乾
か
し
た
。
最
終
列
車
が
き
た
。

「一
四
日
、
最
終
列
車
が
浩
良
河
を
通

過
す
る
。
途
中
鉄
橋
な
ど
を
爆
破
し

て
西
行
す
る
の
で
以
後
行
動
を
共
に

し
ろ
」と
命
令
を
受
け
て
い
た
。 

こ
の
時
の
様
子
を
、
『
拓
魂
』
で
母
親

の
原
田
賀
世
は
病
弱
な
直
彦
（
一
二

歳
）
、
和
彦
（
五
歳
）
、
明
子
（
三
歳
）
を

連
れ
て
逃
避
行
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
次

の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。 

「
綏
化
で
団
は
二
つ
に
別
れ
、
私
た

ち
六
十
名
は
幾
つ
も
の
列
ん
だ
高
い
屋

根
の
下
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
綏

化
の
飛
行
場
の
格
納
庫
生
活
の
一
ヵ

月
。
幼
児
は
つ
ぎ
つ
ぎ
に
ハ
シ
カ
で
死
ん

で
い
く
。
明
子
も
ハ
シ
カ
に
な
る
。
毎
夜

懐
に
入
れ
て
坐
っ
て
寝
る
。
九
月
一
五

日
南
下
の
命
令
が
出
て
、
綏
化
の
捕
虜

と
な
っ
て
い
る
主
人
を
収
容
所
に
訪
ね

2473 

 

 

 

「
満
蒙
開
拓
団
大
島
分
村
（
浩
良
大
島
）
の
足
跡
」を
聴
い
て 
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次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

３
月
１
日
（金
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で

す
。 

  

稲葉 

犬飼 

小川 

小林 

真田 

曽田 

場
は
い
っ
ぱ
い
で
、
別
室
で
観
て
お

ら
れ
る
方
が
１
０
０
人
に
な
る
と
い

う
嬉
し
い
悲
鳴
で
し
た
。 

 

き
っ
か
け
は
、
新
聞
労
連
加
盟
の

労
働
組
合
員
二
人
が
、
会
社
側
に
不

当
配
転
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
労
働

組
合
法
に
違
法
す
る
よ
う
な
会
社
に

対
し
て
闘
っ
て
い
る
方
を
応
援
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
し
た
。
私
は
、
前

川
喜
平
氏
は
メ
デ
イ
ア
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
話
し
を
さ
れ
る
の
だ
ろ
う

と
い
う
興
味
で
参
加
し
ま
し
た
が
、

山
陽
新
聞
の
加
計
問
題
に
対
し
て
読

者
に
不
誠
実
な
報
道
の
仕
方
の
実
態

と
誠
実
に
ま
じ
め
に
、
頑
張
っ
て
い

る
労
働
組
合
員
の
姿
に
、
感
動
す
る

こ
と
が
で
き
て
、
大
き
な
学
び
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

前
川
氏
は
開
口
一
番
、
山
陽
新
聞

は
、
市
民
県
民
に
責
任
を
持
つ
公
器

で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
営
利
企

業
と
い
え
ど
も
、
メ
デ
イ
ア
で
あ
る

以
上
、
知
る
権
利
に
奉
仕
を
す
る
役

目
が
あ
る
、
こ
れ
は
、
民
主
主
義
の

基
礎
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
、
言
葉
で
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
す
っ

き
り
し
た
気
持
ち
で
集
会
全
体
を
学

習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
元
山

陽
新
聞
記
者
の
三
宅
勝
久
さ
ん
か

ら
、
現
職
の
時
代
に
山
陽
新
聞
会
長

と
加
計
学
園
理
事
の
越
宗
孝
昌
氏
は

同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め

 

敗
れ
た
張
作
霖
は
奉
天
に
帰
ろ
う
と

し
ま
す
が
、
関
東
軍
の
参
謀
河
本
大
作

ら
が
陰
謀
を
企
ん
で
い
ま
し
た
。
関
東

軍
を
山
海
関(

中
国
本
土
と
満
州
の

境)

ま
で
出
動
さ
せ
、
敗
走
し
て
く
る

張
作
霖
軍
を
一
挙
に
武
装
解
除
し
、

日
本
に
よ
る
満
蒙
の
武
力
占
領
を
実

現
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
し
か
し
こ

れ
に
は
一
つ
隘
路
が
あ
り
ま
し
た
。
関

東
軍
は
満
鉄
附
属
地
の
守
備
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
山
海
関
は
満
鉄
附
属

地
外
で
す
か
ら
こ
れ
は
ポ
ー
ツ
マ
ス
条

約
違
反
と
な
り
、
世
界
中
か
ら
批
判

を
浴
び
る
の
は
明
ら
か
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
関
東
軍
が
満
鉄
附
属
地
外
へ
出
兵

す
る
方
法
が
一
つ
だ
け
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
天
皇
の
命
令(

奉
勅
命
令)

が
出

る
と
い
う
こ
と
で
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

次
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は
、
大
衆
運
動
の
高
揚
も
利
用
し
な
が

ら
長
江
流
域
ま
で
達
し
、
武
漢
に
国
民

党
左
派
と
共
産
党
を
中
心
と
す
る
国

民
政
府
を
た
て
、
南
京
・
上
海
を
占
領

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
浙
江
財
閥
や
外

国
勢
力
の
支
持
を
受
け
た
蒋
介
石
は
１

９
２
７
年
共
産
党
を
弾
圧
し(

上
海
ク

ー
デ
タ
）
、
南
京
に
国
民
政
府
を
た
て

ま
す
。
こ
こ
に
国
民
党
と
共
産
党
は
分

裂
し
た
の
で
す
。 

 

武
漢
の
国
民
党
左
派
も
南
京
国
民

政
府
に
合
流
し
、
１
９
２
８
年
蒋
介
石

は
北
伐
を
再
開
し
ま
す
。
国
民
革
命
軍

が
山
東
省
の
省
都
、
済
南
に
迫
り
ま

す
。
済
南
は
当
時
日
本
人
居
留
民
約
２

０
０
０
名
、
北
支
一
帯
の
日
本
人
経
営

事
業
の
第
一
線
基
地
で
し
た
。
田
中
義

一
内
閣
は
日
本
人
居
留
民
の
生
命
・
財

産
の
保
護
を
口
実
に
山
東
出
兵
を
強

行
し
、
済
南
に
お
い
て
国
民
革
命
軍
と

日
本
軍
が
衝
突
し
ま
し
た(

済
南
事

件
）
。
し
か
し
、
蒋
介
石
の
目
的
は
あ
く

ま
で
中
国
の
統
一
で
あ
り
、
日
本
軍
と

戦
争
を
す
る
意
思
は
な
く
、
国
民
革
命

軍
は
迂
回
し
て
一
路
北
京
を
目
指
し

ま
す
。
当
時
北
京
に
あ
っ
て
皇
帝
を
僭

称
し
て
い
た
の
は
、
日
本
軍
の
支
援
を

受
け
て
い
た
奉
天
軍
閥
の
張
作
霖
で
し

た
。
国
民
革
命
軍
の
破
竹
の
勢
い
に
張

作
霖
軍
は
各
地
で
敗
走
し
、
国
民
革
命

軍
は
６
月
北
京
に
入
場
し
ま
す
。
蔣
介

石
は
た
だ
ち
に
不
平
等
条
約
廃
棄
を

宣
言
し
、
列
強
と
の
外
交
交
渉
を
進

め
、
米
・
英
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
か
ら

の
関
税
自
主
権
の
回
復
に
成
功
し
ま
し

た
。 

孫
文
死
後 

『国
民
革
命
』 

犬
飼 

繁 

 

孫
文
が
亡
く
な
っ
た
１
９
２
５
年
、

五
・
三
〇
事
件
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
の

年
２
月
、
上
海
の
日
本
人
経
営
紡
績

工
場
で
中
国
人
労
働
者
が
待
遇
改
善

を
求
め
て
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
、
５
月

15
日
ス
ト
ラ
イ
キ
中
に
日
本
人
監
督

が
中
国
人
組
合
指
導
者
の
一
人
を
射

殺
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
抗
議
運
動
が

高
ま
り
ま
し
た
。
５
月
30
日
に
は
学

生
・
労
働
者
の
デ
モ
隊
に
上
海
租
界
の

イ
ギ
リ
ス
警
官
隊
が
発
砲
、
こ
れ
に
よ

り
13
名
の
死
者
が
出
ま
す
。
こ
れ
が

五
・
三
〇
事
件
で
、
こ
れ
以
後
こ
の
抗

議
運
動
は
全
国
的
な
反
帝
国
主
義
運

動
に
発
展
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
五
・
三

〇
運
動
と
い
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
、
第
一

次
国
共
合
作
に
よ
り
共
産
党
員
も
含

め
た
広
州
国
民
政
府
が
７
月
に
樹
立

さ
れ
、
孫
文
の
後
を
受
け
た
蔣
介
石

は
１
９
２
６
年
、
中
国
を
統
一
す
る
た

め
軍
閥
打
倒
の
北
伐
を
開
始
し
ま

す
。
か
つ
て
孫
文
は
「今
後
、
真
の
和
平

統
一
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
な
ら

ば
、
や
は
り
軍
閥
を
絶
滅
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
軍
閥
を
絶
滅
す
る
に
は
、
軍

閥
と
結
託
し
て
悪
事
を
行
う
帝
国
主

義
を
打
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
帝

国
主
義
を
打
破
す
る
た
め
に
は
、
必

ず
い
っ
さ
い
の
不
平
等
条
約
を
廃
棄
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
北
伐

で
す
。
蔣
介
石
率
い
る
国
民
革
命
軍

た
こ
と
。
前
川
氏
は
加
計
問
題
が
国

政
を
揺
る
が
す
大
き
な
問
題
で
有
る

以
上
、
即
刻
、
両
者
の
役
員
は
止
め
る

べ
き
だ
と
の
意
見
。 

新
聞
労
連
委
員
長
の
南
さ
ん
か
ら
、

山
陽
新
聞
報
道
の
仕
方
を
他
の
地
方

紙
と
詳
し
く
時
系
列
に
比
較
さ
れ

て
、
メ
デ
イ
ア
と
し
て
の
使
命
で
あ
る

知
る
権
利
に
応
え
た
報
道
を
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
一
目
瞭
然
に
わ
か
り
ま

し
た
。
朝
刊
紙
は
４０
万
部
を
届
け
て

い
る
そ
う
で
す
。
山
陽
新
聞
の
み
の
購

読
者
が
多
い
岡
山
県
民
に
は
あ
ま
り

知
ら
さ
れ
な
い
と
し
た
ら
、
そ
れ
こ

そ
、
加
計
問
題
に
関
し
て
県
民
に
は
矮

小
化
し
て
映
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
に
報
道
し
た
山
陽
新
聞

の
責
任
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
、
前
川
さ
ん
は
、
教
育
と
メ

デ
イ
ア
に
は
、
政
治
権
力
が
入
っ
て
は

い
け
な
い
、
民
主
主
義
が
崩
さ
れ
る
。

又
、
権
力
者
が
使
う
中
立
性
に
騙
さ

れ
る
な
、
権
力
者
が
中
立
性
を
言
っ
た

時
に
は
、
権
力
の
批
判
を
封
じ
込
め
る

た
め
で
、
危
険
で
す
。
と
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。
尚
、
こ
の
集
会
に
つ
い
て
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
観

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

「前
川
喜
平
さ
ん
と
考
え
る 

メ
デ
イ
ア
の
あ
り
方
」 

こ
れ
で
い
い
の
？
山
陽
新
聞 

 
 

に
参
加
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

稲
葉
泰
子 

  

２
月
８
日
（
金
曜
日
）、
新
聞
労
連
、

山
陽
新
聞
労
働
組
合
主
催
の
集
会
が

岡
山
市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
４
０
０
人

で
し
た
。
５
階
の
３
０
０
人
入
る
会


